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 動植物の組織中には,ト リプシンをはじめとする哺
乳動物のタンパ ク質消化酵素の働きを 阻害 す る物質
(プ ロテアーゼ インヒビター)が 存在する。これ らプ
ロテアーゼ インヒビターは.そ れら自身がタンパ ク質
であり.多 くの食品材料中に含 まれているため.食 品
学,栄 養学をはじめ生化学,農 学,医 学など多 くの分
野の研究者の関心を集めている。植物性食品のプロテ
アーゼインヒビターの研究は,1946年 にKunitzl)が,
大豆よ り トリプ シンインヒビターを単離 して以来,著





特にその中の トリプ シンインヒビター につ い て検 討
し,2,3の 知見を得ましたので,そ の結果 とともに
従来より研究されているダイズのインヒビターについ
て紹介す るべ く本資料を作成 しました。
1.黒 ダイズに つ いて
 黒ダイズは.ダ イズの一種である。ダイズは,現 在
世界各国で,食 糧.飼 料 として利用されている主要植
物性食品であり.そ の原産地は東南 アジアといわれて













の栽培条件によ り著 しい分化がおこり,現 在多数の品
種がある2)。 それぞれの地方 に根強 く残っているこれ
らの品種は,そ の土地に対す る適応性が高 く,そ の風
土に慣 らされた品種である。ダ イズの品種はその種実
の形態(種 皮や膀の色,種 実や英の形 など)お よび栽
培,利 用面(栽 培の季節,産 地,脂 質 ・タンパク質 ・
炭水化物などの成分含量など)か ら分類され.極 あて
多岐にわたっている。
 黒ダイズ(Giycire max, Meer. forma Kuromame
Makino)は,一 般に黒豆 と呼ばれわが国では煮豆にさ
れfお せち料理のひとつ として親 しまれている。ダイ
ズの栄養的に優れた成分を含む とともに解毒効果や咳
止めなどの薬効を持つ といわれ.古 くから生薬 として
用 いられている。わが国では.北 海道産の夏大豆と近
畿産の秋大豆の2種 類が代表的であ り,と くに後者は
大粒で良質なため丹波黒と呼ばれ親 しまれている。成
分はタンパク質22～29%.脂 質18～22iv',灰 分は4.5
～5%で ある。 とくにタンパ ク質 の構成ア ミノ酸が動


















ピター (BBI)と呼ばれている。 乙の 2種類がダイズ
の代表的なインヒピターとして多くの研究がなされて
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G-75 (Super Fine) ， DEAE-Sephadex A-25は， Phar-
macia Fine Chemical Co.製品を， トリプシンは
Sigma Chemical Co.製品， α-N-Benzoyl-D.L.-Ar-
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図3 DEAE-Sephadex A-25カラム (2.0X30. 3 
cm)によるF-JIのクロマトグラム。
同2と同条件。
得た(図1)。それぞれを. F-I. F-JI. F-][とし













Amino Acid F-Ia F←班 STI 
Aspartic acid 14.8 14.1 14.5 
Threonine 4.4 5.1 3.9 
Serine 6.0 10.7 6.2 
Glutamic acid 11.1 13.6 10.1 
Glycine 9.3 5.0 8.9 
Alanine 4.9 6.7 4.5 
% Cystine 1.2 6.0 2.2 
Valine 6.9 2.4 7.8 
Methionine 0.6 2.3 1.1 
Isoleucine 7.6 2.8 7.8 
Leucine 6.8 4.2 8.4 
Tyrosine 1.8 2.6 2.2 
Phenylalanine 5.6 2.3 5.0 
Lysine 5.8 6.8 5.6 
Histidine 1.9 2.3 1.1 
Arginine 5.9 5.4 5.0 




量は， F由 1a 18，000， F-][ 17，印0と推定された。
BANA法を用いてトリプシンに対する阻害活性を
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